
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１．お住いの場所は何処ですか？ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２．皆さんが認識するまちの課題は何ですか？ 

  「行き止まり道路や狭い道路が多い」「木造住宅などが密集して延焼の危険がある」という 

結果でした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

  

 
 

弥生町一丁目 

21.9％ 

弥生町二丁目 

23.4％ 

弥生町三丁目 

54.7％ 

沿道である 

44.4％ 沿道でない 

55.6％ 

避難道路（建替連動型） 

避難道路（公共整備型） 

0 50 100 150

その他 

商店街に活気がない 

住宅地の緑が減少 

陽当りや風通し 

広場や公園等が少ない 

高層建築物 

延焼の危険 

高いブロック塀等 

歩道の狭さ・段差 

狭い道路が多い 

弥生町三丁目周辺地区 アンケート結果 

目 的：防災上の問題点や本地区にまちづくりルールを定める必要性やその考え方に 

ついて地域の皆様のご意見を伺う 

対 象：弥生町三丁目周辺地区にお住い・お勤めの方 

期 間：平成 27 年 11 月 1 日～11 月 16 日 

回答数：193 名 

防災まちづくり 

マスコットキャラクター

「トックン」 



 

３．皆さんが望むまちの将来像は？ 

 「災害に強いまち」を望んでいる方がもっとも多く、「住環境やみどり」をあげる方も多い結果

でした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４．まちづくりのルールを定めることをどう思いますか？ 

 「積極的に推進すべきだ」「ルールはやむを得ない」などまちづくりルールが必要と回答された

方が全体の約 96％でした。 

 

 

 

 

 

 

 

５．６mの道路と同等の空間を確保することをどう思いますか？ 

 全体の約 94％の方が「6ｍの避難道路の確保が必要」と回答しており、そのうち半数の方が、

「権利者への影響を考慮すべき」と回答しています。 

 

 

 

 

 

 

 

６．ブロック塀などを制限するためのルールは必要だと思いますか？ 

 回答者の約 97％の方が、「ブロック塀などの制限が必要」としています。また「透過性のある

フェンス」や「緑化・生垣」を選択した方もいました。 

 

 

 

 

 

0 20 40 60 80 100

沿道以外 

沿道 

全体 積極的に推進すべき 

ルールはやむを得ない 

今のままでいい 

その他 

0 20 40 60 80 100

沿道以外 

沿道 

全体 避難道路が必要 
権利者への影響を考慮すべき 
避難道路はいらない 
その他 

0 20 40 60 80 100

沿道以外 

沿道 

全体 ア.規制すべき 
イ.ア+透過性を推奨 
ウ.ア・イ+フェンス緑化推奨 
その他 

0 50 100 150

その他 

より良い風景が生まれるまち 

地球環境の配慮に取り組むまち 

みどり豊かで潤いのあるまち 

活力ある商店街のあるまち 

良好な住環境を守り続けるまち 

安心して快適に過ごせるまち 

災害に強いまち 


